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13 平成26年9月9日（火）

　　会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
よ
り
後
援

会
活
動
・
事
業
に
対
し
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　本
会
は
、北
海
道
文
教
大
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
清
く
、正
し
く
、雄
々
し
く
進
め
」に
則
り
、会
員
相
互
の

協
力
に
よ
っ
て
大
学
を
後
援
し
、皆
さ
ま
の
会
費
に
よ
り

大
学
の
発
展
・
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、㈠
学
生

生
活
向
上
の
た
め
の
支
援

　㈡
活
動
団
体
や
行
事
等
、

課
外
活
動
へ
の
助
成

　㈢
大
学
祭
や
父
母
懇
談
会
開
催

へ
の
協
力
及
び
年
二
回
の
会
報
発
行

　㈣
学
位
授
与
式

で
の
記
念
品
贈
呈
や
卒
業
祝
賀
会
の
実
施
協
力
な
ど
福

利
厚
生
に
対
す
る
援
助
。ま
た
、近
年
に
お
い
て
は
、図
書

館
や
学
生
食
堂
・
サ
ー
ク
ル
会
館
な
ど
へ
の
備
品
配
置
に

よ
る
環
境
整
備
を
、教
職
員
や
学
生
代
表
と
協
議
し
な

が
ら
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　一方
、開
学
十
六
年
目
と
な
る
文
教
大
は
、「
実
学
」「
教

養
」「
国
際
性
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、人
に
貢
献
で
き
る
人

を
育
む
二
学
部
六
学
科
・一
研
究
科
二
千
四
百
四
十
九
名

を
擁
す
る「
実
学
重
視
の
大
学
」と
し
て
躍
進
し
て
お
り
、

「
就
職
に
強
い
大
学
」と
し
て
も
今
年
三
月
卒
業
生
の
就

職
率
は
、国
公
私
立
大
学
を
含
め
て
全
道
二
位（
全
国
三

十
三
位
）と
い
う
堂
々
た
る
実
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。さ
ら

に
国
家
試
験
の
卓
越
し
た
合
格
率
は
入
学
志
願
者
を
毎

年
増
や
す
な
ど
、地
方
に
あ
る
大
学
で
あ
り
な
が
ら
、全

国
で
も
高
い
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
は
、入
学
直
後
か
ら
学
生
の
希
望
や
ニ
ー
ズ
に

あ
わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
を
展
開
し
、各
々
の
個
性
や
資
質
、

目
指
す
目
標
を
理
解
し
た
上
で
、小
規
模
大
学
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
き
め
細
や
か
な
指
導
を
す
る
キ
ャ
リ
ア
支

援
と
、そ
し
て
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
個
々
の
努
力
の
賜

物
で
あ
り
、一
丸
と
な
っ
て
優
秀
な
学
生
を
社
会
に
輩
出

す
べ
く
、か
つ
、地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
園
を
目
指
し
て

き
た
成
果
の
表
れ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　後
援
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、さ
ら
な
る
高
み
を
目
指

す
文
教
大
と
足
並
み
を
揃
え
、子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う
、各
種
事
業
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。

⑴
二
十
六
年
度
文
教
大
後
援
会
定
期
総
会

　二
十
四
年
度
か
ら
入
学
式
後
に
大
学
主
催
の
学
科
説

明
会
が
行
わ
れ
、定
期
総
会
は
こ
れ
の
終
了
後
と
な
っ
た

た
め
、出
席
者
は
二
十
三
名
で
し
た
。

一 

日

　時

　四
月
五
日
㈯
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時

二 

会

　場

　文
教
大
本
館
二
階
大
講
堂

三 

出
席
者

　会
員
二
十
三
名
、後
援
会
役
員
十
一
人
、教

　職
員
理
事
五
人
。委
任
状
千
五
百
三
十
人

　＊
会
員
総
数
は
二
千
四
百
五
十
六
人
で
、総
会
成
立

四 

議

　事

　㈠
二
十
五
年
度
事
業
報
告
案
に
つ
い
て
　

 

　㈡
同
決
算
報
告
案
に
つ
い
て

　㈢
二
十
六
年
度
事
業

　計
画
案
に
つ
い
て
　㈣
同
予
算
案
に
つ
い
て

　㈤
同
役
員
に
つ
い
て

五 

決
定
事
項

　原
案
通
り
承
認

⑵
第
一
回
文
教
大
後
援
会
役
員
会

　鈴
木
学
長
に
は
例
年
第
二
回
役
員
会
に
ご
臨
席
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
が
、今
年
度
か
ら
第
一
回
目
へ
の
出
席
を

要
請
。学
長
か
ら
は
学
校
経
営
に
係
る
お
考
え
を
お
聞
き

し
、今
年
度
の
後
援
会
活
動
の
柱
の一つ
と
し
ま
し
た
。な

お
、役
員
会
の
前
捌
き
的
役
割
を
担
う
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ（
第
一
回
）は
四
月
十
九
日
㈯
開
催
済
み
。

一 

日

　時

　六
月
五
日
㈭
十
八
時
〜
二
十
時

二 

会

　場 

　札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

三 

出
席
者

　二
十
一
人（
後
援
会
理
事
十
八
人
中
十
四

　

　人
、教
職
員
理
事
八
人
中
七
人
）

四 
議

　事 

　㈠
二
十
六
年
度
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

　

　㈡
同
事
業
に
つ
い
て
　㈢
同
予
算
に
つ
い
て

五 

審
議
事
項

　㈠
三
理
事
を
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プメ
ン
バ

　ー
に
追
認

　㈡
携
帯
電
話
充
電
器
三
基
の
レ
ン
タ
ル
料

　支
払
い
を
了
承

　㈢
フ
レ
ッ
シ
ュマ
ン
ズ
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い

　て
検
討

　㈣
百
円
朝
食
に
つ
い
て
検
討

　㈤
老
朽
プ
レ

　ハ
ブ
撤
去
及
び
新
倉
庫
設
置
は
一
部
補
正
し
秋
ま
で
に

　竣
工

　㈥
新
棟
建
設
及
び
既
存
施
設
へ
の
冷
房
機
器

　設
置
は
今
後
の
重
要
課
題
。

⑶
文
教
大
後
援
会
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　学
内
に
お
け
る
学
生
の
様
子
を
見
、聞
き
、知
る
こ
と

で
、各
施
設
の
利
便
性
や
問
題
点
等
に
つ
い
て
認
識
を
共

有
し
、事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
実
施
。

一 

日

　時

　七
月
十
一
日（
金
）十
二
時
〜
十
五
時

二 

会

　場

　文
教
大
キ
ャ
ン
パ
ス

三 

出
席
者

　十
六
人（
後
援
会
理
事
十
二
人
、教
職
員
理

　事
四
人
）

四 

審
議
事
項

　㈠
図
書
館
内
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
は
昨

　年
度
末
導
入
さ
れ
好
評

　㈡
百
円
朝
食
は
健
康
栄
養

　学
科
が
メ
ニュ
ー
を
考
案
す
る
な
ど
の
特
長
を
も
っ
て

　十
月
試
験
的
に
運
用
し
、来
春
か
ら
実
施
の
意
向

　

　㈢
フ
レ
ッ
シ
ュマ
ン
ズ
キ
ャ
ン
プ
も
新
年
度
か
ら
実
施
の

　方
向
で
協
議

　㈣
学
生
数
三
千
人
を
目
指
す
新
棟
建

　設
は
、文
部
科
学
省
か
ら
許
可
が
下
り
れ
ば
、図
書
館

　西
側
の
空
地
に
建
設（
完
成
年
度
未
定
）。

五 

キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
　①
本
館
＝
六
号
館（
国
家

　試
験
対
策
室
、十
階
か
ら
展
望
）②
一
号
館（
就
職
資
料

　閲
覧
室
・
キ
ャ
リ
ア
相
談
室
：
就
職
部
長
説
明
）③
図

　書
館（
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
：
司
書
説
明
）④
学
生
食

　堂（
試
食
）⑤
二
・
三
号
館（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
、実
習

　室
）
　⑥
サ
ー
ク
ル
会
館（
学
友
会
室
）⑦
野
外
体
育
施

　設
⑧
新
倉
庫
建
設
予
定
地（
文
教
フ
ァ
ー
ム
隣
接
地
）

　⑨
五
・
七
号
館（
ペン
ギ
ン
ル
ー
ム・ピ
アノ
練
習
室
）
　

　⑩
八
号
館（
ロ
ビ
ー
）

六 

意
見
交
換

　き
れ
い
な
環
境
、充
実
し
た
設
備
の
中
で

　キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
子
ど
も
た
ち
は
幸
せ
。
　

　受
験
控
え
る
高
校
生
や
保
護
者
に
紹
介
し
た
い
。

七 

今
後
の
日
程

　㈠
大
学
祭
：
十
月
十
日
㈮
〜
十
二
日

　㈰

　㈡
父
母
懇
談
会
：
十
月
十
二
日
㈰
＊
保
護
者
と

　教
職
員
の
貴
重
な
面
談
の
場
。大
学
祭
で
利
用
で
き
る

　食
券
配
布
。昨
年
度
五
百
八
十
二
人
参
加

　㈢
中
間

　監
査
：
十
月
十
四
日
㈫（
北
広
島
）
　㈣
第
二
回
後
援

　会
役
員
会
：
十
一
月
十
四
日
㈮（
札
幌
）＊
ワ
ー
キ
ン
グ

　グ
ル
ー
プ（
第
二
回
）：
十
月
三
十
一
日
㈮（
札
幌
）

　こ
れ
か
ら
も
大
学
と
子
ど
も
た
ち
・
会
員
の
皆
さ
ま
と

を
結
び
、快
適
な
学
生
生
活
と
、文
教
大
の
さ
ら
な
る
高

み
・
発
展
・
充
実
に
期
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、な
お一
層

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
、と
も
に
役
員
と
し
て
や
っ
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
な
る
高
み・
発
展
・
充
実
を
願
う

　平
成
二
十
六
年
度
後
援
会
活
動
・
事
業
に
つ
い
て
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500,000
500,000
1,600,000
600,000
1,000,000
33,150,000
9,500,000
4,000,000
1,000,000
3,650,000
4,500,000
5,000,000
800,000
200,000
4,500,000
2,000,000
11,734,466
48,984,466

11,031,466
37,950,000

3,000
48,984,466

自　平成26年04月01日
至　平成27年03月31日

（単位　　円）  

（単位　　円）  

後援会から机・椅子等が寄付された図書館ラーニング
コモンズを視察する役員
（平成26年7月11日キャンパスウオッチングにて）

就職資料閲覧室で就職部長から説明を受ける役員
（平成26年7月11日キャンパスウオッチングにて）

第16回 大学祭「榮凛祭」
平成26年10月10日（金）～12日（日）10時～

父母懇談会
平成26年10月12日（日）10時～

（後援会から大学祭用「食券」を配布）

総会・役員会等案内状郵送

総会費用、入学紅白饅頭
役員会・交通費

サークル助成  
書籍等の購入  
食券等の助成  
卒業記念品・紅白饅頭
卒業祝賀会の助成
就職講座等の助成
会報年２回発行  
香典  
学生交流等の助成
７５周年記念事業等の積立
(設備・備品等の助成を含む)　

16,500円×2,300人  
普通預金利息

1事務費   
 (1)通信費等 
2会議費   
 (1)総会 
 (2)役員会費 
3事業費   
 (1)学生文化・体育団体助成費 
 (2)「後援会文庫」整備費 
 (3)父母懇談会助成費 
 (4)卒業記念助成費 
 (5)「卒業祝賀会」費 
 (6)就職活動助成費 
 (7)広報費 
 (8)慶弔費 
 (9)学生指導助成費 
4記念事業等積立費   
5予備費   
　　　　合　　　　計    

繰　　越　　金
会　費　収　入
雑　　収　　入

科　　      　目

合　　　　　計

予　算 備　　　考

科　　      　目 予　算
〈支出の部〉

〈収入の部〉

備　　　考

発行責任者 武永　真
発　行　係 〒061-1449　北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1
 北海道文教大学事務局学務部学生課内
 北海道文教大学後援会　℡0123-34-0011

武
永
　真

平成２６年度北海道文教大学後援会予算  

平成２６年度北海道文教大学後援会事業等実施計画

は
じ
め
に

上
半
期
の
主
な
事
業

お
わ
り
に

平成26年 4月 5日（土） 　定期総会（入学式終了後）
平成26年 4月19日（土）18時～ 　第１回ワーキンググループ
平成26年 6月 5日（木）18時～ 　第１回役員会
平成26年 7月11日（金） 　キャンパスウオッチング
平成26年10月10日（金）～12日（日） 　大学祭（３日間）の助成
平成26年10月12日（日） 　父母懇談会（恵庭キャンパス）助成
平成26年10月14日（火）18時～　中間監査

平成26年10月31日（金）18時～ 　第２回ワーキンググループ
平成26年11月14日（金）18時～ 　第２回役員会
平成27年 2月14日（土）18時～ 　第３回ワーキンググループ
平成27年 3月21日（土） 　平成26年度学位記授与式記念品助成
平成27年 3月21日（土） 　平成26年度卒業祝賀会及び同窓会入会式
平成27年 3月下旬      　監　　査
平成27年 3月下旬      　第３回役員会



　数
多
く
の
ド
ラ
マ
を
生
ん
で
、サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ブ

ラ
ジ
ル
大
会
も
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。我
が
国
の
代
表
チ
ー
ム
は

予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、海
外
の
メ
ディ
ア
に
は
好
意

的
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
れ
は
試
合
に
負
け
た
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
が
試

合
終
了
後
、日
本
の
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
向
け
て
、一
列
に
並
ん
で
深
々

と
お
辞
儀
を
し
て
反
省
と
感
謝
の
気
持
ち
を
示
し
た
こ
と
で
す
。

　サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
は
そ
の
姿
に
温
か
い
拍
手
を
送
り
、サ
ポ
ー

タ
ー
た
ち
自
身
も
選
手
た
ち
の
姿
勢
に
呼
応
し
て
、会
場
の
ゴ

ミ
を
拾
い
始
め
た
行
動
に
対
す
る
賛
美
で
あ
り
ま
し
た
。

　我
が
国
の
若
い
世
代
も
世
界
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
品
性
を

養
っ
て
い
る
こ
と
を
、心
か
ら
喜
ば
し
く
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　先
日
、本
学
に
新
し
く
赴
任
し
た
先
生
と
お
話
し
す
る
機
会

が
あ
っ
て
、学
生
た
ち
の
優
れ
た
面
と
し
て
明
る
さ
と
挨
拶
の

声
掛
け
の
多
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。本
学
の
先

生
た
ち
の
教
育
に
臨
む
姿
勢
の
正
し
さ
と
、そ
れ
を
受
け
止
め

る
学
生
諸
君
の
素
直
で
前
向
き
な
精
神
に
対
し
て
本
当
に
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

　し
か
し
、こ
こ
に
留
ま
っ
て
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。大
学
運
営
に

お
い
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、第
一に
修
学
指
導
に
対
す
る
不
断

の
改
革
改
善
で
あ
り
ま
す
。学
生
諸
君
の
学
習
意
欲
を
喚
起
す

る
質
の
高
い
授
業
講
義
研
究
を
保
証
し
て
い
く
こ
と
が
教
学
の

最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　次
に
学
生
の
人
格
形
成
面
の
育
成
支
援
で
あ
り
ま
す
。人
間

関
係
形
成
力
と
い
い
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
養
成
と
い
う

も
の
の
重
要
性
が
教
育
界
の
み
な
ら
ず
経
済
界
な
ど
各
方
面

か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。挨
拶
は
そ
の
第
一
歩
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　そ
し
て
次
に
は
、専
門
分
野
で
の
確
実
で
高
度
な
知
識
と
技

術
の
修
得
で
あ
り
ま
す
。そ
の
分
野
に
つ
い
て
の
能
力
と
自
信
と

責
任
を
も
っ
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
存
在
と
し
て
成
長
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　そ
の
積
み
重
ね
が
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
レ
ベ
ル
で
達
成

さ
れ
て
い
る
本
学
の
就
職
率
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
学
生
諸
君
の
常
日
頃
の
努
力
と
、教
職
員
の
皆
さ
ん
の

懸
命
な
支
援
指
導
の
結
実
で
あ
り
ま
す
。

　そ
の
う
え
で
学
生
諸
君
が
学
園
愛
と
誇
り
を
も
っ
て
、未
来

社
会
の
創
造
に
雄
飛
す
る
存
在
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
こ
そ

が
、私
共
学
園
関
係
者
の
心
か
ら
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　世
界
の
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
に
し
て
、社
会
も
大
学

教
育
も
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
先
の
中
央
教
育
審

議
会
に
あ
っ
て
も
強
く
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　学
生
諸
君
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
が
、保
護
者

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
満
足
度
の
高
い
大
学
作
り
に
直
結
す

る
道
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、関
係
各
位
の一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　今
年
三
月
、北
海
道
内
を
卒
業
し
た
大
学
生
の
就
職
決
定
率

は
、三
月
末
時
点
で
前
年
比
〇
・
九
ポ
イ
ン
ト
増
の
八
九
・一
％

と
な
り
、三
年
連
続
で
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

就
職
者
数
は
一
万
一
，六
三
五
人(

う
ち
道
外
は
三
，九
〇
〇
人)

の
最
終
結
果
と
な
り
ま
し
た
。(

道
労
働
局
調
べ)

　経
済
対
策
と
し
て
の
ア
ベノ
ミ
ク
ス
効
果
・
二
〇
二
〇
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
・
東
北
復
興
策
の
景
況
感
が
雇
用
情

勢
に
影
響
し
て
い
ま
す
。企
業
の
求
人
数
・
募
集
人
数
は
、前
年

よ
り
増
加
し
ま
し
た
が
、学
生
の
就
職
活
動
に
対
す
る
企
業
側

の
目
線
は
、従
来
通
り
厳
し
い
状
況
で
す
。

　本
学
の
就
職
状
況
は
、下
段
に
示
し
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り

の
学
生
に
対
し
、迅
速
且
つ
、き
め
細
か
な
対
応
と
、個
人
毎
の

就
活
レ
ベル
向
上
を
実
施
し
た
事
が
、高
い
就
職
率
を
達
成
し
た

要
因
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　二
〇
一
五
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
活
動
は
、前
年
同
様
、十
二

月
一
日
か
ら
開
始
と
な
り
ま
し
た
。経
済
状
況
の
好
転
か
ら
、企

業
の
採
用
意
欲
が
高
ま
り
前
倒
し
で
の
採
用
活
動
が
進
み
、合

同
企
業
説
明
会
で
は
、本
州
企
業
や
道
内
主
要
都
市
か
ら
の
出

展
社
数
が
増
え
、ま
た
、新
卒
を
久
し
振
り
に
採
用
す
る
企
業

も
あ
り
ま
し
た
。

　次
に
、現
四
年
生
各
学
科
の
就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　【国
際
言
語
学
科
】内
定
は
、例
年
よ
り
早
く
確
保
し
、二
社

以
上
内
定
を
貰
う
学
生
が
出
て
き
ま
し
た
。内
定
先
は
卸
・
小

売
業
、機
械
・
製
造
業
、観
光
、印
刷
・
不
動
産
な
ど
幅
広
い
業

界
・
業
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
年
の
特
徴
と
し
て
は
、学
内
企
業

説
明
会
の
開
催
、応
募
先
企
業
の
職
場
事
前
見
学
会
な
ど
、企

業
側
の
積
極
的
な
採
用
活
動
取
組
が
、具
体
的
な
行
動
と
し
て

出
て
き
ま
し
た
。

　【
健
康
栄
養
学
科
】国
家
試
験
対
策
授
業
に
集
中
す
る
反

面
、今
年
は
給
食
委
託
企
業
、食
品
製
造
卸
売
業
の
学
内
企
業

説
明
会
・一
次
選
考
な
ど
に
積
極
的
に
臨
み
、昨
年
以
上
に
、早

い
就
職
活
動
を
開
始
し
、小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
中
心
に
早
期
に

内
定
を
確
保
し
て
い
ま
す
。今
秋
に
か
け
て
は
臨
床
・
給
食
実
習

期
間
と
重
な
り
ま
す
が
、公
務
員
・
病
院
・
高
齢
者
施
設
な
ど
の

栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
の
専
門
職
を
中
心
に
道
内
食
品
関
連

企
業
を
含
め
、引
き
続
き
情
報
提
供
と
支
援
活
動
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　【理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
】合
同
就
職
講
座
は
、三

月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
の
二
日
間
に
亘
っ
て
実
施
、ま
た
、恒

例
と
な
っ
た「
学
内
就
職
説
明
会
」を
八
月
二
十
九
日
に
開
催

し
、実
質
的
な
就
職
活
動
に
入
り
ま
し
た
。

　【看
護
学
科
】就
職
講
座
は
三
月
十
九
と
四
月
十
日
の
二
回

に
分
け
て
実
施
、ま
た
、学
外
の
合
同
企
業
説
明
会
に
も
参
加

し
て
情
報
収
集
に
努
め
ま
し
た
。今
年
は
道
外
就
職
希
望
者
の

出
足
が
早
く
、内
定
状
況
に
つ
い
て
は
例
年
よ
り
早
め
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

　【こ
ど
も
発
達
学
科
】民
間
企
業
を
目
指
す
学
生
か
ら
、内
定

を
確
保
し
て
い
ま
す
。早
め
に
志
望
先
を
選
定
し
、活
動
を
開
始

し
た
こ
と
で
、順
調
な
滑
り
出
し
と
な
り
ま
し
た
。八
月
か
ら

は
、教
員
採
用
試
験（
北
海
道
・
千
葉
・
横
浜
・
大
阪
）へ
の
挑
戦

が
始
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、幼
稚
園
教
諭
・
小
学
校
教
諭
・
特
別

支
援
学
校
教
諭
・
保
育
士
の
就
職
活
動
は
、九
月
以
降
に
本
格

開
始
と
な
り
ま
す
。昨
年
度
一
期
生
の
実
績
を
踏
ま
え
、よ
り
高

い
目
標
に
向
か
っ
て
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　今
年
は
、企
業
側
も
採
用
意
欲
が一
段
と
向
上
し
、売
り
手
市

場
の
状
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。学
生
の
内
定
辞
退
と
安
定
志
向
、

ブ
ラ
ン
ド
志
向
が
よ
り
強
ま
る
状
況
で
す
。一
方
、中
堅
・
中
小
企

業
の
採
用
活
動
は
、苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、今
秋
以
降

は
、北
海
道
地
場
企
業
の
採
用
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。未

内
定
学
生
に
と
っ
て
も
選
択
肢
が
増
え
る
も
の
の
、卒
業
ま
で
の

就
活
取
組
姿
勢
・
行
動
が
内
定
獲
得
の
有
無
を
左
右
し
ま
す
。

机
上
の
作
業
だ
け
で
な
く
、積
極
的
に
合
同
企
業
説
明
会
・セ

ミ
ナ
ー・
面
接
会
へ
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、企
業
本
質
を
自
分

の
体
で
感
じ
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。結
果
と
し
て
、採
用

試
験（
特
に
面
接
）に
反
映
し
、ア
ピ
ー
ル
度
向
上
に
繋
が
り
ま

す
。　具

体
的
な
未
内
定
者
対
策
と
し
て
は
、内
定
獲
得
セ
ミ
ナ
ー

の
学
内
開
催
を
、九
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。就
職
活
動
が

遅
れ
て
開
始
し
た
学
生
に
対
し
て
も
、各
段
階
別
に
個
別
指
導

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
人
ひ
と
り
に
沿
っ
た
対
応
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　現
三
年
生(

二
〇
十
六
年
三
月
卒)

か
ら
は
、採
用
時
期
が
大

幅
に
変
更
と
な
り
ま
す
。採
用
広
報
活
動
開
始
は
十
二
月
一
日

か
ら
三
月
一
日
以
降
に
三
カ
月
間
、選
考
活
動
開
始
は
、四
月
一

日
か
ら
八
月
一
日
以
降
に
四
カ
月
間
、後
ろ
倒
し
に
な
る
こ
と
に

よ
り
、個
々
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。①
選
考
期
間
の
短
縮
、②
採

用
選
考
日
の
バ
ッ
テ
イ
ン
グ
、③
学
業
と
就
職
活
動
と
の
重
複
、

な
ど
が
考
え
ら
れ
、学
生
が
自
ら
判
断
で
き
る
よ
う
な
企
業
選

択（
応
募
動
機
）、未
内
定
者
へ
の
細
か
な
対
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。　就

職
課
と
し
て
は
、個
人
毎
の
諸
問
題
・
諸
課
題
に
つ
い
て
個

別
に
向
き
合
っ
て
い
く
と
同
時
に
、採
用
す
る
企
業
側
の
求
め
る

人
物
像
と
、応
募
す
る
学
生
の
意
識
・
理
解
度
の
差
を
埋
め
て
い

く
こ
と
が
、志
望
企
業
内
定
獲
得
の
近
道
に
な
る
と
考
え
、最
後

ま
で
支
援
し
て
い
く
所
存
で
す
。

若
者
の
可
能
性
と
未
来
社
会
の
創
造

26
役
　職

名
誉
会
長 

会
　長

副
会
長

副
会
長

監
　査

監
　査

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

幹
　事

幹
　事

幹
　事

幹
　事

Ｗ
Ｇ

Ｗ
Ｇ

Ｗ
Ｇ

Ｗ
Ｇ

Ｗ
Ｇ

Ｗ
Ｇ

Ｗ
Ｇ

Ｗ
Ｇ

Ｗ
Ｇ       

氏
　
　名

鈴
　木
　武
　夫

武
　永
　
　
　真

藤
　田
　順
　子

四
　谷
　明
　治

北
　林
　
　
　啓

砂
　金
　和
　英

佐
　藤
　由
　美

星
　
　
　ひ
と
み

石
　井
　和
　彦

森
　
　
　千
　鶴

佐
々
木
　育
　映

田
　島
　典
　子

串
　間
　栄
　子

中
　上
　美
　伸

渋
　谷
　博
　子

小
笠
原
　
　
　円

大
　原
　奈
津
子

後
　藤
　秀
　樹

中
　村
　万
里
子

橘
　内
　
　
　勇

佐
　藤
　
　
　進

浅
　見
　晴
　江

荻
根
澤
　則
　文

佐
　藤
　幸
　一

細
　井
　雅
　人

学 

科 

等

理
事
長
・
学
長

理
学
療
法

健
康
栄
養

作
業
療
法

理
学
療
法

こ
ど
も
発
達

国
際
言
語

国
際
言
語

国
際
言
語

健
康
栄
養

健
康
栄
養

健
康
栄
養

理
学
療
法

作
業
療
法

作
業
療
法

看
　  

護

看
　  

護

看
　  

護

こ
ど
も
発
達

副
学
長
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外
国
語
学
部
長
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長
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学
務
部
長

事
務
局
次
長
・
総
務
部
長

財
務
部
長

学
生
課
長

2014年3月卒
就職状況（学科別）
（2014年5月1日現在）

国際言語学科
（英米語・中国語・日本語
コミュニケーション学科の就職率） 95.7
外国語学部

健康栄養学科 96.9
人間科学部

栄養士・管理栄養士・
公務栄養士
72.7%

商品開発・
品質検査など
（要栄免）
5.0%

総合職・一般職など
22.3%

理学療法学科 100
人間科学部

医療機関
93.8%

こども
発達学科 96.3
人間科学部

作業療法学科 100
人間科学部

看護学科 100
人間科学部

卸・小売り
23.9%

サービス
15.2%

公務・団体
10.9%

宿泊・飲食
10.9%

教育・
学習支援
8.7%

製造
6.5%

不動産
6.5%

医療・福祉
4.3%

運輸 4.3% その他 8.8% 施設 6.2%

施設 3.8%

医療機関
96.2%

企業立病院
3.2%

公益法人
3.2%

自治体（保健師など）
4.3%

大学病院
32.3%

公的病院
30.1%

医療法人
26.9%

小学校・
特別支援
学校教諭
21.2%

幼稚園教諭
19.2%

保育士
30.8%

指導員・
支援員など
17.3%

総合職・一般職 11.5%

副
会
長
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理事長・学長挨拶 就職部便り

二
〇一四
年
三
月
卒
業
生
就
職
結
果
と
二
〇一五
年

三
月
卒
業
生
就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　北
海
道
文
教
大
学
就
職
部



　数
多
く
の
ド
ラ
マ
を
生
ん
で
、サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ブ

ラ
ジ
ル
大
会
も
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。我
が
国
の
代
表
チ
ー
ム
は

予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、海
外
の
メ
ディ
ア
に
は
好
意

的
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
れ
は
試
合
に
負
け
た
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
が
試

合
終
了
後
、日
本
の
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
向
け
て
、一
列
に
並
ん
で
深
々

と
お
辞
儀
を
し
て
反
省
と
感
謝
の
気
持
ち
を
示
し
た
こ
と
で
す
。

　サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
は
そ
の
姿
に
温
か
い
拍
手
を
送
り
、サ
ポ
ー

タ
ー
た
ち
自
身
も
選
手
た
ち
の
姿
勢
に
呼
応
し
て
、会
場
の
ゴ

ミ
を
拾
い
始
め
た
行
動
に
対
す
る
賛
美
で
あ
り
ま
し
た
。

　我
が
国
の
若
い
世
代
も
世
界
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
品
性
を

養
っ
て
い
る
こ
と
を
、心
か
ら
喜
ば
し
く
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　先
日
、本
学
に
新
し
く
赴
任
し
た
先
生
と
お
話
し
す
る
機
会

が
あ
っ
て
、学
生
た
ち
の
優
れ
た
面
と
し
て
明
る
さ
と
挨
拶
の

声
掛
け
の
多
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。本
学
の
先

生
た
ち
の
教
育
に
臨
む
姿
勢
の
正
し
さ
と
、そ
れ
を
受
け
止
め

る
学
生
諸
君
の
素
直
で
前
向
き
な
精
神
に
対
し
て
本
当
に
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

　し
か
し
、こ
こ
に
留
ま
っ
て
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。大
学
運
営
に

お
い
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、第
一に
修
学
指
導
に
対
す
る
不
断

の
改
革
改
善
で
あ
り
ま
す
。学
生
諸
君
の
学
習
意
欲
を
喚
起
す

る
質
の
高
い
授
業
講
義
研
究
を
保
証
し
て
い
く
こ
と
が
教
学
の

最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　次
に
学
生
の
人
格
形
成
面
の
育
成
支
援
で
あ
り
ま
す
。人
間

関
係
形
成
力
と
い
い
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
養
成
と
い
う

も
の
の
重
要
性
が
教
育
界
の
み
な
ら
ず
経
済
界
な
ど
各
方
面

か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。挨
拶
は
そ
の
第
一
歩
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　そ
し
て
次
に
は
、専
門
分
野
で
の
確
実
で
高
度
な
知
識
と
技

術
の
修
得
で
あ
り
ま
す
。そ
の
分
野
に
つ
い
て
の
能
力
と
自
信
と

責
任
を
も
っ
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
存
在
と
し
て
成
長
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　そ
の
積
み
重
ね
が
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
レ
ベ
ル
で
達
成

さ
れ
て
い
る
本
学
の
就
職
率
の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
学
生
諸
君
の
常
日
頃
の
努
力
と
、教
職
員
の
皆
さ
ん
の

懸
命
な
支
援
指
導
の
結
実
で
あ
り
ま
す
。

　そ
の
う
え
で
学
生
諸
君
が
学
園
愛
と
誇
り
を
も
っ
て
、未
来

社
会
の
創
造
に
雄
飛
す
る
存
在
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
こ
そ

が
、私
共
学
園
関
係
者
の
心
か
ら
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

　世
界
の
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
に
し
て
、社
会
も
大
学

教
育
も
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
先
の
中
央
教
育
審

議
会
に
あ
っ
て
も
強
く
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　学
生
諸
君
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
が
、保
護
者

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
満
足
度
の
高
い
大
学
作
り
に
直
結
す

る
道
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、関
係
各
位
の一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　今
年
三
月
、北
海
道
内
を
卒
業
し
た
大
学
生
の
就
職
決
定
率

は
、三
月
末
時
点
で
前
年
比
〇
・
九
ポ
イ
ン
ト
増
の
八
九
・一
％

と
な
り
、三
年
連
続
で
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

就
職
者
数
は
一
万
一
，六
三
五
人(

う
ち
道
外
は
三
，九
〇
〇
人)

の
最
終
結
果
と
な
り
ま
し
た
。(

道
労
働
局
調
べ)

　経
済
対
策
と
し
て
の
ア
ベノ
ミ
ク
ス
効
果
・
二
〇
二
〇
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
・
東
北
復
興
策
の
景
況
感
が
雇
用
情

勢
に
影
響
し
て
い
ま
す
。企
業
の
求
人
数
・
募
集
人
数
は
、前
年

よ
り
増
加
し
ま
し
た
が
、学
生
の
就
職
活
動
に
対
す
る
企
業
側

の
目
線
は
、従
来
通
り
厳
し
い
状
況
で
す
。

　本
学
の
就
職
状
況
は
、下
段
に
示
し
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り

の
学
生
に
対
し
、迅
速
且
つ
、き
め
細
か
な
対
応
と
、個
人
毎
の

就
活
レ
ベル
向
上
を
実
施
し
た
事
が
、高
い
就
職
率
を
達
成
し
た

要
因
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　二
〇
一
五
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
活
動
は
、前
年
同
様
、十
二

月
一
日
か
ら
開
始
と
な
り
ま
し
た
。経
済
状
況
の
好
転
か
ら
、企

業
の
採
用
意
欲
が
高
ま
り
前
倒
し
で
の
採
用
活
動
が
進
み
、合

同
企
業
説
明
会
で
は
、本
州
企
業
や
道
内
主
要
都
市
か
ら
の
出

展
社
数
が
増
え
、ま
た
、新
卒
を
久
し
振
り
に
採
用
す
る
企
業

も
あ
り
ま
し
た
。

　次
に
、現
四
年
生
各
学
科
の
就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　【国
際
言
語
学
科
】内
定
は
、例
年
よ
り
早
く
確
保
し
、二
社

以
上
内
定
を
貰
う
学
生
が
出
て
き
ま
し
た
。内
定
先
は
卸
・
小

売
業
、機
械
・
製
造
業
、観
光
、印
刷
・
不
動
産
な
ど
幅
広
い
業

界
・
業
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
年
の
特
徴
と
し
て
は
、学
内
企
業

説
明
会
の
開
催
、応
募
先
企
業
の
職
場
事
前
見
学
会
な
ど
、企

業
側
の
積
極
的
な
採
用
活
動
取
組
が
、具
体
的
な
行
動
と
し
て

出
て
き
ま
し
た
。

　【
健
康
栄
養
学
科
】国
家
試
験
対
策
授
業
に
集
中
す
る
反

面
、今
年
は
給
食
委
託
企
業
、食
品
製
造
卸
売
業
の
学
内
企
業

説
明
会
・一
次
選
考
な
ど
に
積
極
的
に
臨
み
、昨
年
以
上
に
、早

い
就
職
活
動
を
開
始
し
、小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
中
心
に
早
期
に

内
定
を
確
保
し
て
い
ま
す
。今
秋
に
か
け
て
は
臨
床
・
給
食
実
習

期
間
と
重
な
り
ま
す
が
、公
務
員
・
病
院
・
高
齢
者
施
設
な
ど
の

栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
の
専
門
職
を
中
心
に
道
内
食
品
関
連

企
業
を
含
め
、引
き
続
き
情
報
提
供
と
支
援
活
動
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　【理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
】合
同
就
職
講
座
は
、三

月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
の
二
日
間
に
亘
っ
て
実
施
、ま
た
、恒

例
と
な
っ
た「
学
内
就
職
説
明
会
」を
八
月
二
十
九
日
に
開
催

し
、実
質
的
な
就
職
活
動
に
入
り
ま
し
た
。

　【看
護
学
科
】就
職
講
座
は
三
月
十
九
と
四
月
十
日
の
二
回

に
分
け
て
実
施
、ま
た
、学
外
の
合
同
企
業
説
明
会
に
も
参
加

し
て
情
報
収
集
に
努
め
ま
し
た
。今
年
は
道
外
就
職
希
望
者
の

出
足
が
早
く
、内
定
状
況
に
つ
い
て
は
例
年
よ
り
早
め
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

　【こ
ど
も
発
達
学
科
】民
間
企
業
を
目
指
す
学
生
か
ら
、内
定

を
確
保
し
て
い
ま
す
。早
め
に
志
望
先
を
選
定
し
、活
動
を
開
始

し
た
こ
と
で
、順
調
な
滑
り
出
し
と
な
り
ま
し
た
。八
月
か
ら

は
、教
員
採
用
試
験（
北
海
道
・
千
葉
・
横
浜
・
大
阪
）へ
の
挑
戦

が
始
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、幼
稚
園
教
諭
・
小
学
校
教
諭
・
特
別

支
援
学
校
教
諭
・
保
育
士
の
就
職
活
動
は
、九
月
以
降
に
本
格

開
始
と
な
り
ま
す
。昨
年
度
一
期
生
の
実
績
を
踏
ま
え
、よ
り
高

い
目
標
に
向
か
っ
て
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　今
年
は
、企
業
側
も
採
用
意
欲
が一
段
と
向
上
し
、売
り
手
市

場
の
状
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。学
生
の
内
定
辞
退
と
安
定
志
向
、

ブ
ラ
ン
ド
志
向
が
よ
り
強
ま
る
状
況
で
す
。一
方
、中
堅
・
中
小
企

業
の
採
用
活
動
は
、苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、今
秋
以
降

は
、北
海
道
地
場
企
業
の
採
用
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。未

内
定
学
生
に
と
っ
て
も
選
択
肢
が
増
え
る
も
の
の
、卒
業
ま
で
の

就
活
取
組
姿
勢
・
行
動
が
内
定
獲
得
の
有
無
を
左
右
し
ま
す
。

机
上
の
作
業
だ
け
で
な
く
、積
極
的
に
合
同
企
業
説
明
会
・セ

ミ
ナ
ー・
面
接
会
へ
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、企
業
本
質
を
自
分

の
体
で
感
じ
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。結
果
と
し
て
、採
用

試
験（
特
に
面
接
）に
反
映
し
、ア
ピ
ー
ル
度
向
上
に
繋
が
り
ま

す
。　具

体
的
な
未
内
定
者
対
策
と
し
て
は
、内
定
獲
得
セ
ミ
ナ
ー

の
学
内
開
催
を
、九
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。就
職
活
動
が

遅
れ
て
開
始
し
た
学
生
に
対
し
て
も
、各
段
階
別
に
個
別
指
導

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
人
ひ
と
り
に
沿
っ
た
対
応
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　現
三
年
生(
二
〇
十
六
年
三
月
卒)

か
ら
は
、採
用
時
期
が
大

幅
に
変
更
と
な
り
ま
す
。採
用
広
報
活
動
開
始
は
十
二
月
一
日

か
ら
三
月
一
日
以
降
に
三
カ
月
間
、選
考
活
動
開
始
は
、四
月
一

日
か
ら
八
月
一
日
以
降
に
四
カ
月
間
、後
ろ
倒
し
に
な
る
こ
と
に

よ
り
、個
々
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。①
選
考
期
間
の
短
縮
、②
採

用
選
考
日
の
バ
ッ
テ
イ
ン
グ
、③
学
業
と
就
職
活
動
と
の
重
複
、

な
ど
が
考
え
ら
れ
、学
生
が
自
ら
判
断
で
き
る
よ
う
な
企
業
選

択（
応
募
動
機
）、未
内
定
者
へ
の
細
か
な
対
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。　就

職
課
と
し
て
は
、個
人
毎
の
諸
問
題
・
諸
課
題
に
つ
い
て
個

別
に
向
き
合
っ
て
い
く
と
同
時
に
、採
用
す
る
企
業
側
の
求
め
る

人
物
像
と
、応
募
す
る
学
生
の
意
識
・
理
解
度
の
差
を
埋
め
て
い

く
こ
と
が
、志
望
企
業
内
定
獲
得
の
近
道
に
な
る
と
考
え
、最
後

ま
で
支
援
し
て
い
く
所
存
で
す
。

若
者
の
可
能
性
と
未
来
社
会
の
創
造
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こ
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も
発
達

副
学
長
・
人
間
科
学
部
長

外
国
語
学
部
長

事
務
局
長
・
学
務
部
長

事
務
局
次
長
・
総
務
部
長

財
務
部
長

学
生
課
長

2014年3月卒
就職状況（学科別）
（2014年5月1日現在）

国際言語学科
（英米語・中国語・日本語
コミュニケーション学科の就職率） 95.7
外国語学部

健康栄養学科 96.9
人間科学部

栄養士・管理栄養士・
公務栄養士
72.7%

商品開発・
品質検査など
（要栄免）
5.0%

総合職・一般職など
22.3%

理学療法学科 100
人間科学部

医療機関
93.8%

こども
発達学科 96.3
人間科学部

作業療法学科 100
人間科学部

看護学科 100
人間科学部

卸・小売り
23.9%

サービス
15.2%

公務・団体
10.9%

宿泊・飲食
10.9%

教育・
学習支援
8.7%

製造
6.5%

不動産
6.5%

医療・福祉
4.3%

運輸 4.3% その他 8.8% 施設 6.2%

施設 3.8%

医療機関
96.2%

企業立病院
3.2%

公益法人
3.2%

自治体（保健師など）
4.3%

大学病院
32.3%

公的病院
30.1%

医療法人
26.9%

小学校・
特別支援
学校教諭
21.2%

幼稚園教諭
19.2%

保育士
30.8%

指導員・
支援員など
17.3%

総合職・一般職 11.5%

副
会
長
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理事長・学長挨拶 就職部便り

二
〇一四
年
三
月
卒
業
生
就
職
結
果
と
二
〇一五
年

三
月
卒
業
生
就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　北
海
道
文
教
大
学
就
職
部
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　　会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
よ
り
後
援

会
活
動
・
事
業
に
対
し
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　本
会
は
、北
海
道
文
教
大
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
清
く
、正
し
く
、雄
々
し
く
進
め
」に
則
り
、会
員
相
互
の

協
力
に
よ
っ
て
大
学
を
後
援
し
、皆
さ
ま
の
会
費
に
よ
り

大
学
の
発
展
・
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、㈠
学
生

生
活
向
上
の
た
め
の
支
援

　㈡
活
動
団
体
や
行
事
等
、

課
外
活
動
へ
の
助
成

　㈢
大
学
祭
や
父
母
懇
談
会
開
催

へ
の
協
力
及
び
年
二
回
の
会
報
発
行

　㈣
学
位
授
与
式

で
の
記
念
品
贈
呈
や
卒
業
祝
賀
会
の
実
施
協
力
な
ど
福

利
厚
生
に
対
す
る
援
助
。ま
た
、近
年
に
お
い
て
は
、図
書

館
や
学
生
食
堂
・
サ
ー
ク
ル
会
館
な
ど
へ
の
備
品
配
置
に

よ
る
環
境
整
備
を
、教
職
員
や
学
生
代
表
と
協
議
し
な

が
ら
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　一方
、開
学
十
六
年
目
と
な
る
文
教
大
は
、「
実
学
」「
教

養
」「
国
際
性
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、人
に
貢
献
で
き
る
人

を
育
む
二
学
部
六
学
科
・一
研
究
科
二
千
四
百
四
十
九
名

を
擁
す
る「
実
学
重
視
の
大
学
」と
し
て
躍
進
し
て
お
り
、

「
就
職
に
強
い
大
学
」と
し
て
も
今
年
三
月
卒
業
生
の
就

職
率
は
、国
公
私
立
大
学
を
含
め
て
全
道
二
位（
全
国
三

十
三
位
）と
い
う
堂
々
た
る
実
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。さ
ら

に
国
家
試
験
の
卓
越
し
た
合
格
率
は
入
学
志
願
者
を
毎

年
増
や
す
な
ど
、地
方
に
あ
る
大
学
で
あ
り
な
が
ら
、全

国
で
も
高
い
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
は
、入
学
直
後
か
ら
学
生
の
希
望
や
ニ
ー
ズ
に

あ
わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
を
展
開
し
、各
々
の
個
性
や
資
質
、

目
指
す
目
標
を
理
解
し
た
上
で
、小
規
模
大
学
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
き
め
細
や
か
な
指
導
を
す
る
キ
ャ
リ
ア
支

援
と
、そ
し
て
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
個
々
の
努
力
の
賜

物
で
あ
り
、一
丸
と
な
っ
て
優
秀
な
学
生
を
社
会
に
輩
出

す
べ
く
、か
つ
、地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
園
を
目
指
し
て

き
た
成
果
の
表
れ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　後
援
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、さ
ら
な
る
高
み
を
目
指

す
文
教
大
と
足
並
み
を
揃
え
、子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う
、各
種
事
業
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。

⑴
二
十
六
年
度
文
教
大
後
援
会
定
期
総
会

　二
十
四
年
度
か
ら
入
学
式
後
に
大
学
主
催
の
学
科
説

明
会
が
行
わ
れ
、定
期
総
会
は
こ
れ
の
終
了
後
と
な
っ
た

た
め
、出
席
者
は
二
十
三
名
で
し
た
。

一 

日

　時

　四
月
五
日
㈯
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時

二 

会

　場

　文
教
大
本
館
二
階
大
講
堂

三 

出
席
者

　会
員
二
十
三
名
、後
援
会
役
員
十
一
人
、教

　職
員
理
事
五
人
。委
任
状
千
五
百
三
十
人

　＊
会
員
総
数
は
二
千
四
百
五
十
六
人
で
、総
会
成
立

四 

議

　事

　㈠
二
十
五
年
度
事
業
報
告
案
に
つ
い
て
　

 

　㈡
同
決
算
報
告
案
に
つ
い
て

　㈢
二
十
六
年
度
事
業

　計
画
案
に
つ
い
て
　㈣
同
予
算
案
に
つ
い
て

　㈤
同
役
員
に
つ
い
て

五 

決
定
事
項

　原
案
通
り
承
認

⑵
第
一
回
文
教
大
後
援
会
役
員
会

　鈴
木
学
長
に
は
例
年
第
二
回
役
員
会
に
ご
臨
席
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
が
、今
年
度
か
ら
第
一
回
目
へ
の
出
席
を

要
請
。学
長
か
ら
は
学
校
経
営
に
係
る
お
考
え
を
お
聞
き

し
、今
年
度
の
後
援
会
活
動
の
柱
の一つ
と
し
ま
し
た
。な

お
、役
員
会
の
前
捌
き
的
役
割
を
担
う
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ（
第
一
回
）は
四
月
十
九
日
㈯
開
催
済
み
。

一 

日

　時

　六
月
五
日
㈭
十
八
時
〜
二
十
時

二 

会

　場 

　札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

三 

出
席
者

　二
十
一
人（
後
援
会
理
事
十
八
人
中
十
四

　

　人
、教
職
員
理
事
八
人
中
七
人
）

四 

議

　事 

　㈠
二
十
六
年
度
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

　

　㈡
同
事
業
に
つ
い
て
　㈢
同
予
算
に
つ
い
て

五 

審
議
事
項

　㈠
三
理
事
を
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プメ
ン
バ

　ー
に
追
認

　㈡
携
帯
電
話
充
電
器
三
基
の
レ
ン
タ
ル
料

　支
払
い
を
了
承

　㈢
フ
レ
ッ
シ
ュマ
ン
ズ
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い

　て
検
討

　㈣
百
円
朝
食
に
つ
い
て
検
討

　㈤
老
朽
プ
レ

　ハ
ブ
撤
去
及
び
新
倉
庫
設
置
は
一
部
補
正
し
秋
ま
で
に

　竣
工

　㈥
新
棟
建
設
及
び
既
存
施
設
へ
の
冷
房
機
器

　設
置
は
今
後
の
重
要
課
題
。

⑶
文
教
大
後
援
会
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　学
内
に
お
け
る
学
生
の
様
子
を
見
、聞
き
、知
る
こ
と

で
、各
施
設
の
利
便
性
や
問
題
点
等
に
つ
い
て
認
識
を
共

有
し
、事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
実
施
。

一 

日

　時

　七
月
十
一
日（
金
）十
二
時
〜
十
五
時

二 

会

　場

　文
教
大
キ
ャ
ン
パ
ス

三 

出
席
者

　十
六
人（
後
援
会
理
事
十
二
人
、教
職
員
理

　事
四
人
）

四 

審
議
事
項

　㈠
図
書
館
内
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
は
昨

　年
度
末
導
入
さ
れ
好
評

　㈡
百
円
朝
食
は
健
康
栄
養

　学
科
が
メ
ニュ
ー
を
考
案
す
る
な
ど
の
特
長
を
も
っ
て

　十
月
試
験
的
に
運
用
し
、来
春
か
ら
実
施
の
意
向

　

　㈢
フ
レ
ッ
シ
ュマ
ン
ズ
キ
ャ
ン
プ
も
新
年
度
か
ら
実
施
の

　方
向
で
協
議

　㈣
学
生
数
三
千
人
を
目
指
す
新
棟
建

　設
は
、文
部
科
学
省
か
ら
許
可
が
下
り
れ
ば
、図
書
館

　西
側
の
空
地
に
建
設（
完
成
年
度
未
定
）。

五 

キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
　①
本
館
＝
六
号
館（
国
家

　試
験
対
策
室
、十
階
か
ら
展
望
）②
一
号
館（
就
職
資
料

　閲
覧
室
・
キ
ャ
リ
ア
相
談
室
：
就
職
部
長
説
明
）③
図

　書
館（
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
：
司
書
説
明
）④
学
生
食

　堂（
試
食
）⑤
二
・
三
号
館（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
、実
習

　室
）
　⑥
サ
ー
ク
ル
会
館（
学
友
会
室
）⑦
野
外
体
育
施

　設
⑧
新
倉
庫
建
設
予
定
地（
文
教
フ
ァ
ー
ム
隣
接
地
）

　⑨
五
・
七
号
館（
ペン
ギ
ン
ル
ー
ム・ピ
アノ
練
習
室
）
　

　⑩
八
号
館（
ロ
ビ
ー
）

六 

意
見
交
換

　き
れ
い
な
環
境
、充
実
し
た
設
備
の
中
で

　キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
子
ど
も
た
ち
は
幸
せ
。
　

　受
験
控
え
る
高
校
生
や
保
護
者
に
紹
介
し
た
い
。

七 

今
後
の
日
程

　㈠
大
学
祭
：
十
月
十
日
㈮
〜
十
二
日

　㈰

　㈡
父
母
懇
談
会
：
十
月
十
二
日
㈰
＊
保
護
者
と

　教
職
員
の
貴
重
な
面
談
の
場
。大
学
祭
で
利
用
で
き
る

　食
券
配
布
。昨
年
度
五
百
八
十
二
人
参
加

　㈢
中
間

　監
査
：
十
月
十
四
日
㈫（
北
広
島
）
　㈣
第
二
回
後
援

　会
役
員
会
：
十
一
月
十
四
日
㈮（
札
幌
）＊
ワ
ー
キ
ン
グ

　グ
ル
ー
プ（
第
二
回
）：
十
月
三
十
一
日
㈮（
札
幌
）

　こ
れ
か
ら
も
大
学
と
子
ど
も
た
ち
・
会
員
の
皆
さ
ま
と

を
結
び
、快
適
な
学
生
生
活
と
、文
教
大
の
さ
ら
な
る
高

み
・
発
展
・
充
実
に
期
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、な
お一
層

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
、と
も
に
役
員
と
し
て
や
っ
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
な
る
高
み・
発
展
・
充
実
を
願
う

　平
成
二
十
六
年
度
後
援
会
活
動
・
事
業
に
つ
い
て

13

500,000
500,000
1,600,000
600,000
1,000,000
33,150,000
9,500,000
4,000,000
1,000,000
3,650,000
4,500,000
5,000,000
800,000
200,000
4,500,000
2,000,000
11,734,466
48,984,466

11,031,466
37,950,000

3,000
48,984,466

自　平成26年04月01日
至　平成27年03月31日

（単位　　円）  

（単位　　円）  

後援会から机・椅子等が寄付された図書館ラーニング
コモンズを視察する役員
（平成26年7月11日キャンパスウオッチングにて）

就職資料閲覧室で就職部長から説明を受ける役員
（平成26年7月11日キャンパスウオッチングにて）

第16回 大学祭「榮凛祭」
平成26年10月10日（金）～12日（日）10時～

父母懇談会
平成26年10月12日（日）10時～

（後援会から大学祭用「食券」を配布）

総会・役員会等案内状郵送

総会費用、入学紅白饅頭
役員会・交通費

サークル助成  
書籍等の購入  
食券等の助成  
卒業記念品・紅白饅頭
卒業祝賀会の助成
就職講座等の助成
会報年２回発行  
香典  
学生交流等の助成
７５周年記念事業等の積立
(設備・備品等の助成を含む)　

16,500円×2,300人  
普通預金利息

1事務費   
 (1)通信費等 
2会議費   
 (1)総会 
 (2)役員会費 
3事業費   
 (1)学生文化・体育団体助成費 
 (2)「後援会文庫」整備費 
 (3)父母懇談会助成費 
 (4)卒業記念助成費 
 (5)「卒業祝賀会」費 
 (6)就職活動助成費 
 (7)広報費 
 (8)慶弔費 
 (9)学生指導助成費 
4記念事業等積立費   
5予備費   
　　　　合　　　　計    

繰　　越　　金
会　費　収　入
雑　　収　　入

科　　      　目

合　　　　　計

予　算 備　　　考

科　　      　目 予　算
〈支出の部〉

〈収入の部〉

備　　　考

発行責任者 武永　真
発　行　係 〒061-1449　北海道恵庭市黄金中央5丁目196番地の1
 北海道文教大学事務局学務部学生課内
 北海道文教大学後援会　℡0123-34-0011

武
永
　真

平成２６年度北海道文教大学後援会予算  

平成２６年度北海道文教大学後援会事業等実施計画

は
じ
め
に

上
半
期
の
主
な
事
業

お
わ
り
に

平成26年 4月 5日（土） 　定期総会（入学式終了後）
平成26年 4月19日（土）18時～ 　第１回ワーキンググループ
平成26年 6月 5日（木）18時～ 　第１回役員会
平成26年 7月11日（金） 　キャンパスウオッチング
平成26年10月10日（金）～12日（日） 　大学祭（３日間）の助成
平成26年10月12日（日） 　父母懇談会（恵庭キャンパス）助成
平成26年10月14日（火）18時～　中間監査

平成26年10月31日（金）18時～ 　第２回ワーキンググループ
平成26年11月14日（金）18時～ 　第２回役員会
平成27年 2月14日（土）18時～ 　第３回ワーキンググループ
平成27年 3月21日（土） 　平成26年度学位記授与式記念品助成
平成27年 3月21日（土） 　平成26年度卒業祝賀会及び同窓会入会式
平成27年 3月下旬      　監　　査
平成27年 3月下旬      　第３回役員会


